




出口）や可変バルブ機構を用いて，こ
の問題に取り組んでいた．
　次に，エンジンの振動・騒音を評価
する試験室を見せていただいた．この
試験室は試験室の壁全体に吸音材が張
られており，他のエンジン試験室と比
べてかなり静かな印象を受けた．エン
ジンの評価指標としては，排ガスや燃
費などがあるが，商品としての魅力付
けをするためにも，振動や騒音は重要
な課題である，と研究員の方から説明
していただいた．
　騒音評価の第一段階は，どこから音
が出ているのかを探索することであ
る．そこでエンジンの周囲の音をマイ
クロホンで取得し，音の放射位置を特
定する．複数のマイクロホンを用いる
ことで，音をベクトル的にとらえるこ
とができ，位置を特定するという手法
を用いているとのことであった．

　3.4　�四輪独立シャシダイナモメー
タ付無響室

　四輪独立シャシダイナモメータ付無
響室（図4）は車両をローラの上に乗
せて運転させ，実走行状態でのキャブ
の車内音や駆動系，エンジンの振動や
放射音の評価を行う部屋である．乗用
車から 4t クラスの車両まで評価可能
で，速度は時速 200km まで模擬で
きる．この試験室は，前述の振動・騒
音試験室よりもさらに静かな部屋で，
外部がコンクリートで覆われており，
壁は無数の禊形吸音材で覆われている
といった特別な構造を持つ試験室であ
る．この試験室を用いて，車内音を測
定し，音を作りこんでいく．どの部品
を触っても音に影響するため，音を作
り込む際は，車両全体を広い範囲で見
る必要があるそうだ．

　3.5　ドライビングシミュレータ
　トラックの運転を模擬するドライビ

ングシミュレータ（図5）は，自動車
教習所で使用したシミュレータとは比
較にならないほど大きなものであっ
た．このドライビングシミュレータで
は，主に安全性を向上させる技術に関
する研究が行われている．開発した技
術を，初めから実際の車両に適用する
とどのようなことが起こるかわからな
いため，シミュレータを用いて効果を
確認する．実際の車両では，周りの交
通状況や天候など一定で繰り返し試験
することは難しいが，シミュレーショ
ンではほぼ一定の条件で試験を行うこ
とができることも利点の一つである．
　学生委員の一人が実際にドライビン
グシミュレータに乗り，開発された技
術を体感した．このとき適用されてい
た技術は，大型トラックがスピンしそ
うになった際に，各車輪のブレーキを
調整し，自動的に車両姿勢を立て直す
というものである．この機能が作動し
ている状態で運転を始めると，大型ト
ラックの運転経験がない学生委員でも
なんとか前に進むことができた．しか
し，運転中に機能の作動をとめると，
たちまち車両が蛇行し始め，ついに横
転してしまった．運転した感想を聞く
と，急に車両がふらつき始め，もうど
うすることもできなかった，と話して
いた．初めて大型トラックを運転する
身だからこそ，そのスピン防止効果は，
とくに強く感じられたかもしれない．

　3.6　数値シミュレーション
　最後に数値シミュレーションの説明
をしていただいた．数値計算ソフトを
用いて，ディーゼルエンジンの燃料噴
射をシミュレーションしている．異な
る形状の燃焼室に対して，計算を行う
ことで，燃料と空気の混合具合やすす
の排出量，未燃燃料の量を比較し，よ
り優れた燃焼室の形状を導き出すよう
にしている．燃焼音という課題でもシ

ミュレーションを使用している．計算
から得られた波形を加振装置に入力す
ることで，音が発生させられる．この
音を基に，心地よい音になるよう検討
が行われる．

４ おわりに

　いすゞ中央研究所の見学のあと，隣
のいすゞ自動車藤沢工場にて，トラッ
クの組立を見学させていただいた．改
めてトラックの大きさに驚き，搭載さ
れるエンジンの大きさに驚いた，ライ
ンで組み立てられたトラックは，最後
に給油を行いエンジンがかけられ各部
のチェックが行われていた．このト
ラックにも，研究所で研究開発された
技術が搭載されているはずである．研
究員の方が「トラックのドライバとい
うのは皆さんプロで，乗り物を評価し
ます．長距離を運転して乗り心地がど
うだとかさまざまな感想を言います．
逆に言うと乗用車よりも難しいところ
があります．」とおっしゃっていまし
た．そのような苦労の中，研究開発さ
れた技術を搭載したトラックが，いつ
か走り出すと考えると本当に楽しみで
ある． 
　最後になりましたが，研究所につい
て詳しい説明をしてくださった社長の
高柳氏，副社長の賀川氏，総務部の関
口氏には厚く御礼申し上げます．各研
究施設にて，研究内容の詳細を説明し
てくださった研究員の方々にも御礼申
し上げます（図6）．

（文責　メカライフ学生編修委員
小川友岳，上野弘傑，栗山健太，林　
智希，松尾匡史，山田俊輔）

図 5　ドライビングシミュレータを体験する学生委員 図 6　いすゞ中央研究所の方々との集合写真
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